




























































































































































































































































































を鑑み、矢継ぎ早に書簡をやりとりして、何とか年末までに旧作を売却しようと義松が息巻いていることがわかる。先の書簡との間には、黒田方より、都合のよい日時を知らせる葉書が到着したこ が、本書簡 記述から判明する。残念ながら、神奈川県立歴史博物館が所蔵す 五姓田義松関係史料群の中にその葉書は含まれていない。　
さて、本書簡は老齢の身にひいた風邪のため、急く気持ちはありながら、黒
田のもとを訪ねるこ ができない詫びを述べる部分が冒頭部にあたる。先の書簡では近日中に近県をまわると認めて ながら、風邪 ひいたためなのか、そのようなそぶりがうかがえる記述は れ 。やはり、早く購入するよう黒田に促す仕掛けだったのかとその真意 否定的に理解するのが適当と考えたくなる記述である。そしてそ 詫びを述べ終わると、 一気 本音がつづられる。すなわち、至急、旧作を購入してほしいという強 要請である。　
ここでひとまず確認すべきは、この書簡以前のところで、 「ギヨール油画」




ないしは一五〇円を支払うよう黒田に切々と訴えている。年末に掛取が借金を集金する仕組みは、市井に暮らす者たち とって近世以来変わりなかったのだろう。相談したい内容が重要 だけ 、近いうち 義松が直に黒田 訴えたい旨を記し、本書簡は締められている。
△

















































































十一〇〇七書簡の末尾に記された訪問が実現したのか、あるいはこの間に書簡のやりとりがおこなわれたのかは本書簡から判然とはしないが、具体的な持参のことなどが ていることを考えれば 交渉はあった だろう。ただ には無沙汰を詫びていることから、交渉があったとすれば十一月前半 のように推定され 。　
本書簡の内容は、第一に「ギーヨウール油画」を持参する具体的な






《操芝居》であることは明白だ。それを義松が上野の東京美術学校に持参し、中村氏に手渡すことが記されて る。ここに登場する中村氏とは当時西洋画科助教授をつとめ、公私にわたり黒田 補佐役を担っていた中村勝治郎だろう。黒田から指示され作品購入の事務手続き具体的におこなっていたものと推定 。　
続いて、第二の事項について。本作の制作にあたり、モデルを雇い
制作したこと、そのモデル料が高く計一二〇フランに達した苦労を黒田に披露 ている。確かに《操芝居》の画面 見る 同じ女性が繰り返し登場することがわかり、そこに本作 不思議な魅力 あったりもする。加えて本書簡から判明するのは モデルの 配が困難だった当時の義松の苦しい生計がその一因にあ たというこ である。　
戸外の取材ながら、スタジオ内で構成された雰囲気のあるそ 画面
には、大画面風俗画、群像劇に挑戦することでサロン入選を獲得しようとした義松の気合いが忍ばれる。しかしながら 経済的な理由もあ





































は、近代日本の洋画家たちの多くが語るところである。義松はその普遍性に加え、パリでの制作という特殊性を黒田に示し 狭いコミュニティーにともにいたことから生まれる同情をひきだそうと狙ったと推測される。そして、そのよう 具体例を挙げること より、制作経費を考慮す ば二〇〇円は決して高額ではないと論証したかったのだろう。ちなみに、義松のフランス滞在時の支出は『





















































































































































































































う旨。もう一つは、昨年に預けた写生画、水彩画 代金を二月下旬までに受け取りたいと依頼する旨である。明治四 二年春に白馬会展を開催する情報を義松がどのように知った かは不明であり、あるいは黒田が同展に誘ったのかもしれない。だが現実 四月十六日から五月十二日まで、赤坂溜池三会堂にて開催された白馬会第十 回展に義松 出品は確認されない。この事実 あって、この記述に続く つめの内容すなわち前年来継続している旧作の購入 のためのリップサービスとも邪推される。　
次に、 後半で言及される「写生水彩画」の具体像について言及しよう。
素直に読む限り、キャンバスや板 描かれた油彩画ではなく、洋紙に鉛筆や水彩絵の具で描かれた作例を指示する だろう。 《操芝居》ばかりでなく、種々の作品を黒田に預けた義松は、こ 時点で大作以外が少ない事実に苦慮していたのだろう。前年暮れにも借金返済の めに苦しむ家計を直截的に黒田に訴えていたことを考え ば、こ 書簡を認めた頃も、何ら状況が好転してい っ もの 推定さ 。し がって、その売却を確実なものとしたいと黒田に直談判したか にちがいない。その真意があったために、白馬会へ出品するために黒田 面談の上相談したいという記述が生まれたのではなかろうか。このような強引さは、後年、黒田が義松を避ける要因となっていく。









































































があって本書簡が続く。本書簡発給の前日、義松は黒田のもとを訪れ面談したと記される。その折の話題の中心は、やはり義松の旧作売却だったようだ。水彩画と鉛筆画を取り混ぜた七点、一点につき十二円で次年度に東京美術学校で購入するよう黒 が取り計らおうと承知した旨が本書簡からは読み取れる。しかし、義松は帰宅して諸々考え、そのところを伝えると文面は続く。背景にあるのは、相も変わらず義松の借金である。至急、金銭が必要なので、先の話にある一点十二円という金額を十一円に引き下げ、既に承諾を得ている油彩画とともにこの年 に買い上げていただきたいと訴える。わずか七円の差では が、困窮する義松にとっ は大きな差であることは本人が記す通り ある。しかし減額したところで、買い上げる東京美術学校としてはたいした差でもなく、果たして要求通りすべてを買い上げてくれるのかと義松は心配していたようだ。近日中に、油彩画の習作を黒田のもとに持参す ので、も 在宅であれば直談判したい旨が記され、お含み置きください 書簡 結ばれる。このあと四通続く一連のやりとりの始まりである。
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二十三〇六三書簡にそのやりとりが認められる。続 て、東京美術学校側の都合もあろうから、一枚十円で結構だ ら、取次 よろし と黒田に託す。ここでいう都合とは東京美術学校側の予算のこ か、購入時期か判然としない。都合の詳細がいずれにしても、 きる限り速やかに支払をしてもらいた ために価格を減じ交渉する義松の姿勢の低さが印象的である。　
最後に、作品を同校へ持参すべきか、黒田邸に持参すべきか 尋ねて
いる。買い上げが決定していないに かかわらず 気の早い話であるが、それほどに義松は困ってもいたのだろう。また、作品の納入はその時々によって、いずれにも届けられたことが推定され、教育参考品 購入は柔軟 、他面ではルーズに黒田と東京美術学校の間で作品が移動していたことがあわせ 判明する。
△












































































































































































































した理由として、義松は制作のため多忙だっ と記す。既に揮毫料を貰い受けてしまっているため、油彩画の仕上げを急 でいると記し、さらに視力が衰えたのか、夜分には制作はおろか新聞 読むこと ら覚束いと黒田に漏らすほどだ。満年齢五十四歳をこえた身体には、厳しい現実があったことだろう。義松の予定で 本書 認め いる明後日に完成し、その後、履歴書を持参するという。　
この持参はまた、もう一つの用件、新たな作品購入を促すための直









































































り、義松にとって喜ばしい年だったと考えられる。翌明治四十三年の二人の交渉を伝える書簡は、 現存する点数としては他の年と比較して多く、一月二十五日付の本書簡を第一報として九通を数 る。本書簡冒頭、前年十二 から日限の依頼があり忙しく年が明けても制作していたことが記され、前年末にはほぼ交渉 なかったと判明する。文中、 「ダンマポーシウ」とあるのはフランス語「
dans m
a poche 」のことか。直訳すれば
「私のポケットの中」 、 つまりは手持ちの金銭という意味合いと解される。その乏しい状況のため、制作にいそしみ、結果、黒田のもとに参上できなかったと詫びている。その が終わり次第、 「悠々世上之御奇話等相伺度」と記す。ゆっくりと世間話を互 に わすような関係だったとは、他の書簡などからしても考えられないもの 、珍しくもやや余裕のある文面である。



































































簡を出す前までの間、おそらく二月のうちに黒田を訪ねたようだ。しかし、 不在だったの 本書簡 て訪問の意図を記している。曰く、 明治三、四年頃に描いた「写生油画」があり、ご覧に入れたいと う内容。ここにある「写生油画」が、油彩スケッチにあたるのか、鉛筆や水彩による写生画と油彩画との両者、複数点なのかは不詳である。　
さらに書簡には「渡辺の古冩生畫」とあり、義松の高弟であり義弟の
渡辺文三郎と思しき人物の古い写生画について言及されてい だし、その後に続く文言によれば それらについて黒田とともに語り合いたいという趣旨である。その作品も売却しようと うところまでは本書簡にはまだ明確に記されていない。















































































































































こと。詳細は以下を参照の と。 『五姓田義松史料集』 、二二三︱二二四頁参照。
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あった 認めら 。ただし、 『潤筆料受領』にあるこの記述に該当するのは明らかに義松作品であり、また本書簡で言及され 作品と思しきものは現在東京藝術大学大学美術館に所蔵されていない。そもそも同館には文三郎作品は現存しないことから、その行方や本書簡の詳細も謎である。　
作品の行方はともかく、何故義松が自身の作品売却益の一部を、義弟
二人に贈ったのかが問題となる。先 結論を述べれば 売却した作品を一定期間所有していたのが彼らだったからだと推測さ る。彼らが義松
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促すると続く。実にしつこく、文面は ずれも金銭の無心で り、義松を情けない 思うのが自然である。親切な黒田でなくとも、このような行動に辟易しても不思議はない









































































二日後の発給となる。他の書簡と比較して、 「甚失望仕候」など語気が強く荒い点に注意が引かれる。今まで年下であっても社会的地位のある黒田を立て、へりくだった表現に終始していたにもかかわらず、ここに至り、 礼を欠く表現を採用す そ 背景にあるのは義松の困窮であり、年末を直前とした義松 焦燥感が察せられる一通でもある。封筒表にも「至急」とあり、急いでいることは明白だ。しかし、事前に面談を申し入れたにもかかわらず黒田とは会えず、さらに女中の口を介して本年度の購 が難しいと申し伝えられた対応に義松は怒り心頭なの 。その怒りを抑えつつ、義松は必死に食 下がろうと、すが 思いで本書簡を認めたにちがいない。
△































































































































































十四年の書簡はこの一通のみである。前年十二月十三日付からおよそ三ヵ月後の本書簡は、無沙汰を詫びることから始まる。前年の黒田による拒否を考えれば、本書簡の通り 三ヵ月ほど交渉がなかったと素直に理解するのが適当だろう。内容は明快で、またもや旧作を東京美術学校にて買い上げてもらう う仲介 求めるものである。ここで買い上げ 求め のは明治十年に制作された《自画像》 。第一回内国勧業博覧会で鳳紋賞を受賞した際 一点であ しかし、その受賞歴を記すことはなく、その作風に言及している点が本書簡の魅力である。　
曰く、 「ワクマン流」であることを強く主張する。 「黒色」とあるのは経年の汚




























自らの師はワーグマンただ一人 主張してやまないのである。 主張が えって、明治洋画史構築を模索していた黒田らにとって芳しくな と理解されたのもしれない。また、この頃から黒田による義松作品購入の傾向が、パリ時代、いわば本場の油彩画から 明治前期、 明治洋画史形成を示す作品へと変化している。







































































































































































するのに加え「三枚」という員数、 ある はそもそも読点で区切った「種」 、 そのいずれとも適合する。 前者の記載に照 する内容も明確でなく、その点では可能性は捨てきれないまでも、後者 十一月納入品のための支払いの催促すなわち明治四十二年九月に発給されたと考え が適当だろう。　
本書簡の記述で不詳ながら注意すべき個所は、 「又諸君之御考も可有
之ニ付」である。諸君とはいった 誰か。素直に読めば「諸君 とは複数名を意味するだろうから、東京美術学校関係者複数名を指示するものと推測される。黒田の意向と東京美術学校の運営は必ずしも一致 る
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